
令和 4 年度 第 2 回 社会福祉士養成学科 教育課程編成委員会 報告書 
 

開催日時：令和 5 年 2 月 17 日（金）15：00～16：30 

場所：zoom 形式 

 

参加者名  

委員 藤井 亘   （東京都自立支援協議会 委員） 

委員 小田 智雄 （社会福祉法人やまて福祉会 理事） 

委員 佐藤 初美 （NPO 法人 10 代・ 20 代のにんしん SOS 新宿 理事長） 

教員 秋山 雅代 （社会福祉士養成学科 学科長） 

教員 片桐 正善 （社会福祉士養成科 科長）  

職員 松丸 浩子 （事務局長補佐）  

職員 松木 健太 （教務課） 

 

議題： 

１．前回振り返り・進捗報告 

・松木職員より令和５年度 オープン講座について共有を行った。 

「現場の声は大事だがそれにより過ぎない」という前回のキーワードを元に、構成を検

討した。令和５年度は「貧困・低所得」をキーワードとし新宿スープの会へ、体験プログ

ラムとして介護食体験をキューピーへそれぞれ依頼予定。まだ承諾をいただけているわけ

ではないが、この２つの回に外部講師を招くとして検討を進めている。 

また新たなプログラムとして、児童分野、及び嚥下障害を加え、学生がより幅広い知見

を持てるよう構成した。 

 

・オンライン研修でコミュニケーションスキルや企画力、問題提起できるような要素を取り

入れた研修について（続報）藤井委員より共有いただいた。 

Zoom のブレイクアウトルームを活用し、ゲーム感覚で謎解きをしながらコミュニケー

ションを取り合うということをやっている施設もあると聞いた。また、施設で行うレクリ

エーションにおいても企画力がある人材が少なくなってきていると聞く。睦月会の綿祐二

先生からは企画力を高めるために、研修というよりはフリートークのような形式でメタバ

ース（仮想空間）を活用し、どんなことができるかみんなで考えたと伺った。その中でも

面白い企画を出した方には、実際に任せるというようなことを仰っていた。そのほか、対

面で行っていたチームビルディングをオンライン化するなど施設もあるため、新たな研修

スタイル増えている。 

 

秋山教員）令和５年度も 1/4 以上の学生が大卒で入学される予定のため、これまでと変わら

ず国家試験及び就職活動の支援も必要になる。その為６月頃に実習の勉強をしながら就職

活動を意識していけるようなワークショップを就職課と検討している。勉強を始めて間も



ない学生なので「何を目指すのか」ということは固まっていないと思うが、藤井先生のお

話を聞き、コミュニケーションやチームビルディングの要素も考えていきたいと思う。 

 

２．コミュニケーションに関する取り組み共有 

片桐教員より、今年度新たな取り組みとして留学生に協力いただいた、外国人に対するコ

ミュニケーションについて共有があった。 

演習の１コマとして地域団体及び留学生にご協力いただき、「外国人とのコミュニケーシ

ョン」をテーマに演習を実施した教員がいた。留学生に福祉制度を説明し、どれだけ伝わっ

ているのか、どのような話し方をすれば、より伝わりやすいのかを体験してもらった。これ

まで知的障害者にご協力をいただいて同じようなことはあったものの、外国人（留学生）と

ということはなかったため、新たな気づきが生まれた学生も多いと思う。 

引き続き各団体とつながりを持ちながら、私たち自身が型にはまらず教育を実践していき

たい。 

 

３．次年度取り組み内容検討について 

片桐教員より次年度の取り組み内容検討について説明があった。 

国家試験を踏まえた本校の１年間のカリキュラムを前提に考えると、私たちだけでは、や

れることの限界を決めてしまうことが多い。 

 その為、近年現場で起こっていることや、活動の幅が広がっていると実感している例な

ど、雑談ベースで伺いながら、本校として「できること」を見つけていきたい。 

 

片桐教員） 

近年、言われたことはやるが、それ以上のことをやらない。いわば「無駄なことはやらな

い」、「答えのみを求める」ような学生が増加した印象を受ける。 

個人的にはカリキュラムを外すモチベーション（無駄をやるモチベーション）を高めてあげ

たいと思いに駆られながら、自身の体験談などを交え伝えているが、中々学生には響かな

い。現場でも何か感じることはないか。 

 

佐藤委員）こういう時はこうやればいいというやり方が当てはまらなくなってきている状

況。しっかりと自己覚知を行ったうえで「自分の価値観・経験値で相手を見ない」という

ところからスタートできないと、トラブルにもなりかねないという印象を特にこの 3 年は

受けている。 

ソーシャルワーカーの中でも、答えを求めてもその通りに行かず、ジレンマを起こした

りメンタルを病んでしまう方が増加すると感じている。学生の中でもこれから課題になっ

てくると思う。 

  また、近年は追い詰められて歌舞伎町でさまようしかない若い女性など、外国人ではな

いものの日本語の語彙力が乏しくなってきており、わかりやすい単語で伝えていかなけれ

ば、話が通じない印象がある。 



小田委員）発想の引き出しがどれだけあるか、どんな時にどんなところに繋げていくのか、

これがないと支援が詰まっていってしまう。まじめな方であればあるほど、何とかしたい

という想いが空回りし、高いゴールを定め、それに届かないということで悪い方向へいっ

てしまう。 

  授業や研修などオンライン化されるような便利な世の中になったことで、前後に参加者

と会話する機会なども減り、人との付き合いもドライになり、かつ、必要最低限だけを求

めるようになってきているように感じる。 

どこかのタイミングで、無駄をやる意味（無駄を無駄のまま終わらせず、プラスに持っ

ていく考え方）を伝えていけると、社会に出たときに活きてくると感じる。 

 

藤井委員）特に若い世代は「とりあえずやってみよう」が響かないと聞く。しかしこれが一

番大事と感じている。現場で必要なスキルはネットで検索しても出てこず、現場での OJT

も含めてやる必要があると感じる。 

 

片桐教員）OJT を含めた現場の魅力を伝えながら、「無駄も含め現場は行くんだよ」「無駄

も含め現場だよ」と伝えていくことは大事になると思う。回答をいち早く見つけることが

勉強とならないように引き続き指導していきたいと思う。カリキュラムの中でも「無駄も

あっての現場」の魅力を伝えられるよう、実習指導など検討してていきたいと思う。 

 

秋山教員）ここ 3 年で「発想の引き出し」「柔軟性」「相手を受入れる」という力の低下を

特に感じる。コロナ禍において大学時代に右往左往悩んだ学生が少なく、入学はしたもの

の就職も含め何をどうしていいか分からないという学生が非常に多い。 

4～5 年前は学生同士でお互いの SW 論をぶつけあうようなことも、そういったこともほ

とんどなくなり、人としっかり向かい合う経験がない学生が増えた。こういった学生にも

教員自らが寄り添い伴走し、とことん話していく経験を積ませていく、まずはそこからや

っていくしかないと感じた。 

挑戦することを恐れず、見学やボランティアなど、とにかくやってみるということがで

きる仕組みを考えていきたいと感じた。 

 

４．まとめ 

・無駄を避けることができるようになった昨今、発想（想像）力や忍耐力、挑戦する力な

ど、大切なモノが欠けてきている。 

・無駄を含め現場であることを説き、無駄なことが無駄として終わらないよう、プラスに変

える意識を持たせる必要。具体的な内容はカリキュラム内容含め次年度以降、改めて提案

を行う。 

・見学やボランティアなど、学生が積極的に参加し現場を知る仕組みを検討していく必要が

ある。 



・引き続き委員方と意見交換をしながら、学校でできること、現場に求めることなどを引き

続き検討していく。 

 

 

次年度は対面にて委員会を実施する。日程は後日調整とする。 

 

 

以上 

 


